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鈴木は5i dJ吾発達を阻害する環境として， (1) こと



































ては， (1) 乙とばが遅い， (2) かんが強くよくぐずる，
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表 1 名課題の通過率 (刷、
深 題 AグJレー フ BクJレー ブ
2 : 0 -2 : 2 (22名) 2 : 3 -2 : 5 (14名)
'委
階段:片手を支えると歩いて降りる 22 (100.0) 14 (100.0) 
事与 階段:手すりを持って登り降りする 16(72.7) 14 (100.0) 
.il その場で両足で跳び上がれる 6.5 (29.5) 9 (64.3) 
動
階段:段下段から飛び降りる 3(13.6) 5 (35.7) 
積水の培:3偲つめる 17 (77.3) 14 (100.0) 
積木の格 5個つめる 15 (68.2) 13 (92.9) 
fl'(木の培 6個つめる 13(59.1) I (78.6) 
積木の構:8個つめる 6 (27.3) 6 (42.9) 
ヲt
二じ
パーフォーマンスボックスIL例後角板を入れる 22(100.0) 13 (92.9) 
間
ぜーフォーマンスボックスに例無しで角叡を入れる 13 (59.]) 8(57.1) 
l刻
⑮J仏~J、 係
はめ仮』ζ3伺ともはめ込む 19 (86.4) 14 (100.0) 
氾
はめ絞を回転後. 3個ともはめ込む 17 (77.3) 14 (100.0) 
知 j杉の1・}lIJ1 : 5枚の図形のうち. 1枚以上).iJ形 1 (50.0) I (78.6) 院 のものと合わせる. 
形の弁別 1: S枚の図形のうち. :"3枚以上friJ形 7 (31.8) 10 (71.4) 適 のものと合わせる
応
形の弁矧JI: 10枚の図形のうち8枚以上Jo形の
ものを指さす 1 (4.5) 2 (14.3) 
折り紙 1 例後.対角線でない折り目を i本つける 9 (40.9) 4 (28β) 
摘
円錯l司を筏倣する 1 (50.0) 1 (78.6) 
両
協線を模倣する 3(13.6) 7 (50.0) 
縦線を模倣する 2 (9.1) 9 (64.3) 
3個のコップのど乙におもちゃがかくされたか 19 (86.4) 13 (92.9) 
U幸e 党えている
t¥ 記憶板:9コのワクの 3枚の絵の位向を10分後 4 (28.6) も覚えている
1"'l' f-j. _q・円・鼻のうち3ケ所の指さしができる 16 (72.7) 10 (71.4) 
uFeL s 
喧8?2 的 絵指示:6個の絵のうち 4個以上筒示できる 13 (59.1) 9 (64.3) 
日雪五" 知
議
H 及 絵の名称 1: 6枚の絵のうち. 3枚以上名前を 1 (4.5) 4 (28.6) A び いう.r.; 
J!Il 
解 絵の名称n: 6枚の絵のうち. 5枚以上名前を 2 (14.3) L、う
( 3 ) 
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表 2 各課題の通過 :fl ( )内%
課 題 Cグループ
2:6-2:1 (19名)
姿勢 階段:最下段から飛び降りる 15.5 (81.6) 
運動 階段:交互に足を出しておりる 6.5 (34.2) 
積木の塔:6偲つめる 15 (78.9) 
積木の塔:8個つめる 8 (42.1) 
ク二恒r. 
積木:トランクの模倣をする 8 (42.1) 
間
ノfー フォ -7ンスボックスIL例無しで角板を入れる 15 (78.9) 
関
認、 係 形の弁別 1: 5枚の図形のうち. 3枚以上向形のものと合わせる 15 (78.9) 
把
知 形の弁別I: 10枚の図形のうち. 8枚以上同形のものを指さす















主ロ主ロ 的 絵指示 6伺の絵のうち.4個以上指示できる知
識
性 及 絵の名称 1: 6枚の絵のうち 3枚以上名称を言 う"(J 
盟



















































ず， 図 1，図2の乙とく， 50%および757ぢ通過率でみた
場合， profileの変動がみられない。
3. 2歳6か月-3歳未満児 (Cグノレー プ)
年齢 1:3-1:6来満 l・6-1 : 9永浦 1 : 9 -2: 0よ満 2:0-2:3ノk渦 2:3-2:6ょぬ
盗事事 向足跳び TI3 ! 飛び降り T2011 
運動 片手支作降りる TI7 Fすりで登降 TI8 
崎~の嬬 3 P21 積本の揺 5 P22 f責木の洛 6 P23 
トラ yクの慎鍬 P25 
而t 角敬例後'/， P69 frl~~ 倒的 P70 
知 』ーーーーー 'ー』ー』ー，ー ・ーー
ドl依 (1)転 P73 f:，tめ歓全例鱗 P74 形の弁別I弘 P81 形の弁別 1¥， P82; i 時3ULE2fE一ー日 l
はめ依凶転雫勺 P75 紙 1 P78 
適 rqs，持酬槙倣 償線棋倣'" P 102 1: 応 P 10 
一 縦綿t~倣% P 103 l' 民ーz迫視 人れ f3倒 P76 ; 入れf5伺 P771 




k小比較 九% V8 
社 活安 3~!~ V45 身体郡部 、 V27 
1 I1 ~O)~~ 1 % V32 絵の名祢 1 ~.~ V33 絵の名祢1% V34 Q 、 V31 
一一一-Aク♂ループ(2・。-2:3車場)
ー一一一 Bグループ (2:3-2:6-1<満)
一一 一ー-cグループ (2: 6 -3 : O，f;j苗〉
図 1 各クソレー プ日IJのK式発達検査50%通過2容による発達 profile
?
?
1 : 6 -1 : 9木尚 2・3-2・6-I<r，革
出1=ITo1"'J吋降 竺L:;:Ji…l桝のl，'i5 門戸の f，i' .-
;LJILL-ょ;li?士三百即 %:3
pzil i?Z1%以r1 ー =H一 一 十世2LPn--i「一三十一:L!J_jー-
i- vペz:ケ Jcl肘高l元 勺32II絵の名称 1.%












































積木の課題lとおいては.50%通過容では 2歳から 2 Mし，手指の傑作，集中力を必要とする積木の搭や俗画
歳3か月未満時点の発達のままである。乙れは，言語・ 課題などに足踏み状態のある ζとがわかるのである。
社会領域についても問機で，絵の名称1.Iの課題を. fV.言語発達遅滞児群と catchup群，普通児群の1歳
依然として通過できない。折り紙や記憶の課題では発達 6か月時点、の発達 profile 
がみられ，約 3か月の遅れを示しているだけだが，積木 普通児 (Nと略す)群の50%通過率による発達profile
jζ関しては約 1年，言語・社会面では 1年以上の遅れを では，該当発達年齢 1歳6か月未満の課題はすべて可能
示す者が多く認められるわけである。 で 1歳6か月以上l歳9か月未満の課題である「はめ
l. 年齢グループ別にみた50%通過率による発達 profile 板J.記憶課題の 13個のコァプ」の2項目も通過して
姿勢・運動領域においては，生活年齢の上昇に比例し いる。一方，言語発達遅滞児 (Pと略す)群および，
て発達的変化が認められる。また，認知・適応領域でも catch up (Cと略す)群の場合，言語・社会領域が，当
積木の項目を除けば3か月ほどの遅れのまま，順次発達 然、のととながら該当発達年齢以下に落ち込んで‘いる。P
している。一方 「積木の洛8個つめるJの課題の墜は厚 群はさらに記憶課題 12個のコップjも落ち込みをみせ
く. 2歳6か月から 3歳κ至IJっても 2歳の壁が乙えられ ている(図3参照)。
ない。さらに，言語・4士会領域においては 1歳9か月の 75~彰通過率による profile では. N群は「積木の犠3
壁を乙える乙とができなし、。 伺つめるJの項目を除いて，該当発達年齢l歳6か月未
乙のような，領威による発達のアンパランスを，長島 満の課題ができるが. p群は，どの領域においても，該
は「発達の達成度のずれ」あるいは 「発達の層化現象」 当発達年齢 1歳3か月未満の課題までにとどまっている。
と呼び，障害児の発達lとよくみられる乙とを指檎してい C群は積木課題がN群を上まわっている点が注目される
る刊本研究の対象児である言語発達K遅れの認められ (図4参照、)。
る子ども達は.言語 ・社会領域の器ち乙みと同時に，認 以上. 1歳6か月時の 3群の発達 profileを総合的に
知・適応領域における積木の操作K.月齢が高くなる程 みてみると，乙の時点で言語発達lζ遅れのみられる子ど
達成度のずれを示す点が特徴としてあげられる。 ものうち，姿勢・運動， 認知 ・適応の領域においても通
ill. 年齢グループ別にみた75~ぢ通過率による発達 profile 過率の低い子どもに注意を払う必要があるだろう。
年齢 1・0-1: 3よ満 1 : 3 -1 : 6未満 1 : 6-1・9未満 1 9-2: 0 j転揃
登勢 多く 2・3歩 TI2 両足跳ぴ T13 
運動 片手支持在る T16 片手立持降りる T17 1・手すりで登降 TI8 
筒本の塔 2 P20 積木の塔 3 P21 l 積木の塔 5 P22 f~木白栴 6 P23 
d、 丸梅例後 y， P闘 l!角板例後九 P69 角恒例前 P70 
知
瓶からIBす P52 
: い日まめるE仮E全白石例1無E古 汚ーk円板凶転 P73 J 形の弁別 l九 P81 ， 1 IH?l!( r.J"; :fi': Y. P 75 
適
ιぐり書き例前 Pl∞ ， ，内錯画襖倣
応
P 101 
予期的迫夜 P67 ; 入れr-3僧 P76 




社 指さし行動 V30 i I:n景 3'J.苦 V 45 e身体各部 % V27 絵の名祢1% V32 






( 6 ) 
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図4 1歳 6か月児のK式発達検査75%通過率Irよる発達 profile
トラ yクの使倣 P2S 
認






2:6-3:0A-1品 ， 3:0-3・6よ品 13:6-4:0志満
日 ケン'r;/ T 14ij ，.-
記41こ;足を出寸 TI9 1: ，1 
一一由一一一一---~iI f- ー
まの股倣 P26 門の慎倣例i是 P27 : : '1円lの模倣例前 P28 
四角鳩山例後九附 1 i 1 1 円川成例的 ~1 p鈎
形の弁別I ~ P制:11 
折り紙I P791:--↑hi 0) iin----・53541!
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: 1 川.険料Hき'.i P 
77:-育支ぬ唱1Y， V6r-i4古志fl，1>') 
li 4つ仰 V 131 113(7)1I.1Oまで匂 VI4 
1一両ぴ了"一ーすI61 I附び 4 V 17 
v~.J: I 克の啓綬九 V 10ι 
v3sl: : I色の名i休;- V40 
V~~! I 院泊先見~ V28 
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長短比鍍 y， x vTrJT.i<の比較九 百o
V34[ :高石訂ヲ「寸"35r.l 色の名祢 ~ V.10 
|娃名 V371: I 





















































































課題κl刻しては約 l年の遅れ.言語 ・社会領坂では l年
以上の遅れを示す者が半数以tを占めた。
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ln this survey we mvestigated the deveJopmental profile of 55 children by means of the 
K-method Developmenlal Test. 
Their Janguage development was retarded at thelr eighteen month physical examinatlOn and still 
had not caught up to normal standards even after attainmg two years of age. 
The results of the survey were as follows: 
1. G roupA consisted of 22 infants ranging in age from two to lwo years three monlhs目
Their average DQ (Devclopmental Quotienl) was 87. 
Only slight development was seen in the “Cognitive and Adaptive" area. 
Presentation of language skills was sparse. 
DA (Developmental Age) . however. was approximately 3 monlhs late. according to their 
CA (Curriculum Age) . 
2. GroupB consisled of 14 infanls ranging Jn age from two years three months to two years six 
months 
Their averag巴 DQwas 82. 
More than half of them could not manage to stack blocks “tower of eight" and thelr rate of language 
fluency was low. 
3. GroupC conslsted of 19 infants of two years six months to three years of age. and their 
average DQ was 78. 
More than half of them showed approxi mately onc year delay ln lhelr ability of stackmg blocks. 
Their“Language and Social" skills were dclayed more than one year 
4. As for the “Posture and Motor" development skills of all infanls in this survey. wc can say 
that there was a gradual development. 
The “Cognitive and Adaptive" skills area revealed approxlmately a 3 month delay accordlng to 
their CA. wlth the exception of block buildmg. 
In particular. groupC had not only an inabilJty with blocks (lower of eight) but also poor 
， Language and Soclal" skills 
We found that there was a close co・relation bctween “Cognitive and Adaptive" skils. 
especially block buildmg ability. and language development. 
(10) 
